






















































































































このように IFRIC 解釈指針第２号は，先の IFRIC の D ８とほぼ同様
の指針であった。
（４）２００６年６月２２日 IAS第３２号の修正公開草案







（ａ）公正価格で償還される金融商品（a financial instrument puttable
at fair value）は，所定の基準を満たした場合，資本に区分さ
れる。
（ｂ）企業の解散時にその純資産（the net assets of the entity）の比
例した持分（a pro rata share）を他の企業に引き渡す義務（an





























（for example, some shares issued by co-operative entities）
・金融商品又は金融商品の構成要素で，清算時にのみ当該企業の純
資産の比例的持分（a pro rata share）を他の当事者に引き渡す義務
（an obligation to deliver to another party）を企業に負わせるもの（例え
ば，一部のパートナーシップ持分および存続期間が有限の事業体が発行する
株式）（for example, some partnership interests and some shares issued by
limited life entities）
そして所定の条件として追加の開示が，本改訂が影響する金融商
品に関して求められる。（Additional disclosures are required about the










































































































































































































































































































































































































































http : //www.asb.or.jp/html/iasb/standards/ias 031217/PRIASB 32.39_J 2.pdf
（３） 次のアドレス参照。






（４） 次のアドレス参照。http : //www.asb.or.jp/html/iasb/standards/ias 041125
/comments 20041125.php
http : //www.asb.or.jp/html/iasb/standards/ias 041125/ifric 2 pr_j.pdf
（５） 次のアドレス参照。
http : //www.asb.or.jp/html/iasb/ed/comments 20060622.php
http : //www.iasb.org/NR/rdonlyres/5 AE 2 C 00 F-33 C 1-4358-A 554-D 7 FB
077 DDD 74/0/EDAmdmtstoIAS 32 and 1.pdf
（６） 次のアドレス参照。http : //www.asb.or.jp/html/iasb/standards/ias 080214
/comments 20080214.php
http : //www.iasb.org/News/Press+Releases/IASB+issues+amendments+to
+improve+the+financial+reporting+of+particular+financial+instruments.htm
（７） 払戻可能出資金・協同組合出資金に関する国際会計基準の推移に関して，
これまで以下の諸論考がある。
① 内田多喜生「協同組合資本を巡る議論について―国際会計基準 IAS３２号改
訂における出資金の取り扱いと協同組合陣営の対応―」農林中金総合研究所
『調査と情報』第２０９号，２００４年７月。
② 堀越芳昭「国際会計基準と協同組合の出資金をめぐる最新動向」『いのちと
くらし研究所報』第８号，２００４年８月。
④ 堀越芳昭「協同組合の出資金は負債か－出資金論争の根本問題とその対
応－」（財）協同組合経営研究所『にじ』２００５年１月。
⑤ 明田 作「協同組合の資本問題と会計制度－協同組合の資本と会計面から
協同組合の本質を探る 座長問題提起」『協同組合研究』第２４巻第１号・春季
号，２００５年３月。
⑥ 齋藤 敦「国際会計基準の動向と協同組合への影響」『協同組合研究』第２４
巻第１号・春季号，２００５年３月。
⑦ 松崎 良（２００５）「企業会計基準と協同組合会計」『協同組合研究』第２４巻
第１号・春季号，３月。
⑧ 重頭ユカリ「欧州の協同組合銀行における国際会計基準第３２号への対応状
況―組合員の出資金に関する会計上の取り扱いをめぐる動き―」農林中金『農
林金融』２００８年６月。
⑨ 齊藤 敦「協同組合と国際会計基準について」日本共済協会『共済と保険』
２００８年９月。
⑩ 堀越芳昭「国際会計基準における協同組合出資金の検討推移―協同組織金
融機関の資本をめぐって―」協同金融研究会『協同金融』No．８１，２００８年１０
月。
（８） 「協同組合資本論争」に関して，堀越芳昭『協同組合資本学説の研究』日本
経済評論社，１９８９年，および堀越芳昭「協同組合の出資金は負債か－出資金論
国際会計基準・払戻可能出資金の資本要件
９１
争の根本問題とその対応－」（財）協同組合経営研究所『にじ』２００５年１月，を
参照されたい。
（９） 「協同組合の資本原則」に関して，前出拙著『協同組合資本学説の研究』，
拙稿「協同組合の資本原則の検討」（日本経営学会『経営学論集』第６５集，千倉
書房，１９９５年９月），共著『新原則時代の協同組合』（家の光協会，１９９６年）に
おける拙稿等を参照されたい。
（１０） 「協同組合の機能的特質と存在的特質」に関して，堀越芳昭「協同組合出資
金の特質―その負債性と資本性の検討―」農林中金総合研究所『調査と情報』
第２０９号，２００４年７月，堀越芳昭「協同組合『資本』の基本的諸問題－出資金の
負債性と資本性を中心に」『協同組合研究』第２４巻第１号・春季号，２００５年３月
を参照。
（１１） 「協同組合の出資金政策」に関して，前出拙稿「協同組合『資本』の基本的
諸問題－出資金の負債性と資本性を中心に」を参照。
（１２） この農協法の改正に関して，前出拙稿「協同組合の出資金は負債か－出資
金論争の根本問題とその対応－」を参照。
研究年報 社会科学研究 第２９号（２００９年２月１５日）
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